
3 ．通常よりも電気使⽤量が多い⽇時の推定（フォルト検知）

・１⽇の電気使⽤量の推移を点数化し、稼働⽇・⾮稼働⽇を判定。
・当⽉の最⼤使⽤量と各時間帯の使⽤量との⽐較によって稼働状況を推定。

⇒ 事業所や店舗等の営業時間・営業時間外の電気使⽤状況を可視化することができ、
⽇々の電気の使い⽅を把握することが可能。

1 ．事業所・店舗の稼働状況推定（稼働⽇推定ロジック）

2 ．空調・照明需要推定（簡易⽤途分解ロジック）

「スマートメーターレポート」の概要

・空調については、当⽉の最低使⽤量（稼働⽇・⾮稼働⽇）を把握し、稼働⽇・⾮稼働⽇、
それぞれの最少使⽤量をベースに上回った分を冷暖房として算出。

・照明については、経済産業省の公開資料に基づく業種別の照明使⽤割合を⽤いて、
最低使⽤量から按分して推定。
⇒ 事業所や店舗等で消費電⼒が多い空調等の使⽤割合を把握することができ、電気の効率的な

使い⽅や設備買い替え時等の参考として貢献。

・ 当⽉の各時間帯ごとの平均使⽤量を算出し、平均使⽤量を超える時間帯を検知。
⇒ 空調設備、照明等の消し忘れや普段と違う電気の使い⽅（急激な気温の変化による冷暖房機

器の追加など）を把握することが可能。

⼀般財団法⼈電⼒中央研究所の需要推定アルゴリズムを活⽤することで、
お客さまに合わせた省エネルギーのアドバイスをご提供させていただきます。
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■「スマートメーターレポート」イメージ（表⾯）
3.通常よりも電気使⽤量が多い⽇時の推定



1.事業所・店舗の稼働状況推定 2.空調・照明需要推定
■「スマートメーターレポート」イメージ（中⾯）


